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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像コンテンツを構成する画像のうち、第１の頻度で抽出される画像より第１のサイ
ズの第１階層要約データを生成し、データベースに登録する第１階層要約データ生成手段
と、
　前記動画像コンテンツを構成する画像のうち、前記第１の頻度よりも高い第２の頻度で
抽出される画像より、前記第１のサイズよりも小さな第２のサイズの第２階層要約データ
を生成する第２階層要約データ生成手段と、
　前記データベースより、前記第１階層要約データ生成手段により生成された前記第１階
層要約データに基づいて、対応する動画像コンテンツを検索する第１の検索手段と、
　前記第１の検索手段により検索された動画像コンテンツのうち、前記第２階層要約デー
タ生成手段により生成された前記第２階層要約データに基づいて、対応する動画像コンテ
ンツを検索する第２の検索手段と
　を含む画像処理装置。
【請求項２】
　前記第１階層要約データは、前記動画像コンテンツを構成する画像のうち、前記第１の
頻度で抽出される画像が複数の分割領域に分割された、前記分割領域毎の画素値、輝度値
、アクティビティ、音声ボリューム、および所定の音声周波数帯域の振幅の平均値のいず
れか、または組み合わせから構成され、前記第１のサイズであり、
　前記第２階層要約データは、前記動画像コンテンツを構成する画像のうち、前記第１の
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頻度よりも高い第２の頻度で抽出される画像が複数の分割領域に分割された、前記分割領
域毎の画素値、輝度値、アクティビティ、音声ボリューム、または所定の音声周波数帯域
の振幅の平均値の少なくともいずれかまた組み合わせから構成され、前記第２のサイズで
ある
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記第１の頻度、および前記第２の頻度は、前記動画像コンテンツのうち、周期的、ま
たは非周期的に抽出される画像の頻度である
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記周期的とは、所定のフレーム数毎であり、前記非周期的とは、前記動画像コンテン
ツにおけるシーンチェンジにおけるタイミング毎、または音声データの無音部分から無音
部分でなくなるタイミング毎である
　請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記第２の検索手段により検索された動画像コンテンツと、前記第１階層要約データ生
成手段により前記第１階層要約データが生成された動画コンテンツとの差分領域を接続す
ることにより、両者のいずれかを削除して、動画コンテンツのデータを圧縮する圧縮手段
をさらに含む
　請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　動画像コンテンツを構成する画像のうち、第１の頻度で抽出される画像より第１のサイ
ズの第１階層要約データを生成し、データベースに登録する第１階層要約データ生成手段
と、
　前記動画像コンテンツを構成する画像のうち、前記第１の頻度よりも高い第２の頻度で
抽出される画像より、前記第１のサイズよりも小さな第２のサイズの第２階層要約データ
を生成する第２階層要約データ生成手段と、
　前記データベースより、前記第１階層要約データ生成手段により生成された前記第１階
層要約データに基づいて、対応する動画像コンテンツを検索する第１の検索手段と、
　前記第１の検索手段により検索された動画像コンテンツのうち、前記第２階層要約デー
タ生成手段により生成された前記第２階層要約データに基づいて、対応する動画像コンテ
ンツを検索する第２の検索手段と
　を含む画像処理装置の画像処理方法であって、
　前記第１階層要約データ生成手段における、動画像コンテンツを構成する画像のうち、
前記第１の頻度で抽出される画像より第１のサイズの第１階層要約データを生成し、デー
タベースに登録する第１階層要約データ生成ステップと、
　前記第２階層要約データ生成手段における、前記動画像コンテンツを構成する画像のう
ち、前記第１の頻度よりも高い第２の頻度で抽出される画像より、前記第１のサイズより
も小さな第２のサイズの第２階層要約データを生成する第２階層要約データ生成ステップ
と、
　前記第１の検索手段における、前記データベースより、前記第１階層要約データ生成ス
テップの処理により生成された前記第１階層要約データに基づいて、対応する動画像コン
テンツを検索する第１の検索ステップと、
　前記第２の検索手段における、前記第１の検索ステップの処理により検索された動画像
コンテンツのうち、前記第２階層要約データ生成ステップの処理により生成された前記第
２階層要約データに基づいて、対応する動画像コンテンツを検索する第２の検索ステップ
と
　を含む画像処理方法。
【請求項７】
　動画像コンテンツを構成する画像のうち、第１の頻度で抽出される画像より第１のサイ
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ズの第１階層要約データを生成し、データベースに登録する第１階層要約データ生成手段
と、
　前記動画像コンテンツを構成する画像のうち、前記第１の頻度よりも高い第２の頻度で
抽出される画像より、前記第１のサイズよりも小さな第２のサイズの第２階層要約データ
を生成する第２階層要約データ生成手段と、
　前記データベースより、前記第１階層要約データ生成手段により生成された前記第１階
層要約データに基づいて、対応する動画像コンテンツを検索する第１の検索手段と、
　前記第１の検索手段により検索された動画像コンテンツのうち、前記第２階層要約デー
タ生成手段により生成された前記第２階層要約データに基づいて、対応する動画像コンテ
ンツを検索する第２の検索手段と
　を含む画像処理装置を制御するコンピュータに、
　前記第１階層要約データ生成手段における、動画像コンテンツを構成する画像のうち、
前記第１の頻度で抽出される画像より第１のサイズの第１階層要約データを生成し、デー
タベースに登録する第１階層要約データ生成ステップと、
　前記第２階層要約データ生成手段における、前記動画像コンテンツを構成する画像のう
ち、前記第１の頻度よりも高い第２の頻度で抽出される画像より、前記第１のサイズより
も小さな第２のサイズの第２階層要約データを生成する第２階層要約データ生成ステップ
と、
　前記第１の検索手段における、前記データベースより、前記第１階層要約データ生成ス
テップの処理により生成された前記第１階層要約データに基づいて、対応する動画像コン
テンツを検索する第１の検索ステップと、
　前記第２の検索手段における、前記第１の検索ステップの処理により検索された動画像
コンテンツのうち、前記第２階層要約データ生成ステップの処理により生成された前記第
２階層要約データに基づいて、対応する動画像コンテンツを検索する第２の検索ステップ
と
　を実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置および方法、並びにプログラムに関し、特に、多くの動画像コ
ンテンツを容易に検索し、管理できるようにする画像処理装置および方法、並びにプログ
ラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くの動画像コンテンツを管理する技術が一般に普及しつつある。
【０００３】
　特に放送局などでは、毎日放送される放送番組が記録され続けることになるため、膨大
な量の動画像コンテンツが増え続けることになる。このため、多くの動画像コンテンツか
ら特定の動画像コンテンツを検索できるようにするのは、困難を極める。
【０００４】
　これらの問題に対応するため、検索しようとする動画像コンテンツに含まれるいずれか
の例示画像のメタデータと、予め登録されている蓄積された動画像コンテンツのメタデー
タとを比較して、類似する動画像コンテンツを検索する技術が提案されている（特許文献
１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－１３４５８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載の技術では、同一のメタデータからなる画像を含む動
画像コンテンツが重複して存在している場合、検索結果から、さらに別の例示動画像によ
り検索する必要がある。また、類似した画像を多く含む動画像コンテンツが膨大な場合、
検索したい動画像コンテンツのうち、余程特徴的な例示動画像を用いて検索しない限り、
管理する動画像コンテンツが増えるほど絞り込むことが困難になる。結果として、欲しい
動画像コンテンツを検索するためには、さらなる検索に係る手間や時間が必要となる恐れ
がある。
【０００７】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、特に、膨大な量の動画像コンテ
ンツの管理を容易なものとすると共に、管理している膨大な量の動画像コンテンツの中か
ら検索したい動画像コンテンツを容易に検索できるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一側面の画像処理装置は、動画像コンテンツを構成する画像のうち、第１の頻
度で抽出される画像より第１のサイズの第１階層要約データを生成し、データベースに登
録する第１階層要約データ生成手段と、前記動画像コンテンツを構成する画像のうち、前
記第１の頻度よりも高い第２の頻度で抽出される画像より、前記第１のサイズよりも小さ
な第２のサイズの第２階層要約データを生成する第２階層要約データ生成手段と、前記デ
ータベースより、前記第１階層要約データ生成手段により生成された前記第１階層要約デ
ータに基づいて、対応する動画像コンテンツを検索する第１の検索手段と、前記第１の検
索手段により検索された動画像コンテンツのうち、前記第２階層要約データ生成手段によ
り生成された前記第２階層要約データに基づいて、対応する動画像コンテンツを検索する
第２の検索手段とを含む。
【０００９】
　前記第１階層要約データは、前記動画像コンテンツを構成する画像のうち、前記第１の
頻度で抽出される画像が複数の分割領域に分割された、前記分割領域毎の画素値、輝度値
、アクティビティ、音声ボリューム、および所定の音声周波数帯域の振幅の平均値のいず
れか、または組み合わせから構成されるものとし、前記第１のサイズとすることができ、
前記第２階層要約データは、前記動画像コンテンツを構成する画像のうち、前記第１の頻
度よりも高い第２の頻度で抽出される画像が複数の分割領域に分割された、前記分割領域
毎の画素値、輝度値、アクティビティ、音声ボリューム、または所定の音声周波数帯域の
振幅の平均値の少なくともいずれかまた組み合わせから構成されるものとし、前記第２の
サイズとすることができる。
【００１０】
　前記第１の頻度、および前記第２の頻度は、前記動画像コンテンツのうち、周期的、ま
たは非周期的に抽出される画像の頻度とすることができる。
【００１１】
　前記周期的とは、所定のフレーム数毎であるものとし、前記非周期的とは、前記動画像
コンテンツにおけるシーンチェンジにおけるタイミング毎、または音声データの無音部分
から無音部分でなくなるタイミング毎であるものとすることができる。
【００１２】
　前記第２の検索手段により検索された動画像コンテンツと、前記第１階層要約データ生
成手段により前記第１階層要約データが生成された動画コンテンツとの差分領域を接続す
ることにより、両者のいずれかを削除して、動画コンテンツのデータを圧縮する圧縮手段
をさらに含ませるようにすることができる。
【００１３】
　本発明の一側面の画像処理方法は、動画像コンテンツを構成する画像のうち、第１の頻
度で抽出される画像より第１のサイズの第１階層要約データを生成し、データベースに登
録する第１階層要約データ生成手段と、前記動画像コンテンツを構成する画像のうち、前
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記第１の頻度よりも高い第２の頻度で抽出される画像より、前記第１のサイズよりも小さ
な第２のサイズの第２階層要約データを生成する第２階層要約データ生成手段と、前記デ
ータベースより、前記第１階層要約データ生成手段により生成された前記第１階層要約デ
ータに基づいて、対応する動画像コンテンツを検索する第１の検索手段と、前記第１の検
索手段により検索された動画像コンテンツのうち、前記第２階層要約データ生成手段によ
り生成された前記第２階層要約データに基づいて、対応する動画像コンテンツを検索する
第２の検索手段とを含む画像処理装置の画像処理方法であって、前記第１階層要約データ
生成手段における、動画像コンテンツを構成する画像のうち、前記第１の頻度で抽出され
る画像より第１のサイズの第１階層要約データを生成し、データベースに登録する第１階
層要約データ生成ステップと、前記第２階層要約データ生成手段における、前記動画像コ
ンテンツを構成する画像のうち、前記第１の頻度よりも高い第２の頻度で抽出される画像
より、前記第１のサイズよりも小さな第２のサイズの第２階層要約データを生成する第２
階層要約データ生成ステップと、前記第１の検索手段における、前記データベースより、
前記第１階層要約データ生成ステップの処理により生成された前記第１階層要約データに
基づいて、対応する動画像コンテンツを検索する第１の検索ステップと、前記第２の検索
手段における、前記第１の検索ステップの処理により検索された動画像コンテンツのうち
、前記第２階層要約データ生成ステップの処理により生成された前記第２階層要約データ
に基づいて、対応する動画像コンテンツを検索する第２の検索ステップとを含む。
【００１４】
　本発明の一側面のプログラムは、動画像コンテンツを構成する画像のうち、第１の頻度
で抽出される画像より第１のサイズの第１階層要約データを生成し、データベースに登録
する第１階層要約データ生成手段と、前記動画像コンテンツを構成する画像のうち、前記
第１の頻度よりも高い第２の頻度で抽出される画像より、前記第１のサイズよりも小さな
第２のサイズの第２階層要約データを生成する第２階層要約データ生成手段と、前記デー
タベースより、前記第１階層要約データ生成手段により生成された前記第１階層要約デー
タに基づいて、対応する動画像コンテンツを検索する第１の検索手段と、前記第１の検索
手段により検索された動画像コンテンツのうち、前記第２階層要約データ生成手段により
生成された前記第２階層要約データに基づいて、対応する動画像コンテンツを検索する第
２の検索手段とを含む画像処理装置を制御するコンピュータに、前記第１階層要約データ
生成手段における、動画像コンテンツを構成する画像のうち、前記第１の頻度で抽出され
る画像より第１のサイズの第１階層要約データを生成し、データベースに登録する第１階
層要約データ生成ステップと、前記第２階層要約データ生成手段における、前記動画像コ
ンテンツを構成する画像のうち、前記第１の頻度よりも高い第２の頻度で抽出される画像
より、前記第１のサイズよりも小さな第２のサイズの第２階層要約データを生成する第２
階層要約データ生成ステップと、前記第１の検索手段における、前記データベースより、
前記第１階層要約データ生成ステップの処理により生成された前記第１階層要約データに
基づいて、対応する動画像コンテンツを検索する第１の検索ステップと、前記第２の検索
手段における、前記第１の検索ステップの処理により検索された動画像コンテンツのうち
、前記第２階層要約データ生成ステップの処理により生成された前記第２階層要約データ
に基づいて、対応する動画像コンテンツを検索する第２の検索ステップとを実行させる。
【００１５】
　本発明の一側面においては、動画像コンテンツを構成する画像のうち、第１の頻度で抽
出される画像より第１のサイズの第１階層要約データが生成されてデータベースに登録さ
れ、前記動画像コンテンツを構成する画像のうち、前記第１の頻度よりも高い第２の頻度
で抽出される画像より、前記第１のサイズよりも小さな第２のサイズの第２階層要約デー
タが生成され、前記データベースより、生成された前記第１階層要約データに基づいて、
対応する動画像コンテンツが検索され、検索された動画像コンテンツのうち、生成された
前記第２階層要約データに基づいて、対応する動画像コンテンツが検索される。
【００１６】
　本発明の画像処理装置は、独立した装置であっても良いし、画像処理を行うブロックで
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あっても良い。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の一側面によれば、多くの動画像コンテンツを容易に検索し、管理することが可
能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明を適用した画像処理装置の一実施の形態の構成例を示すブロック図である
。
【図２】画像蓄積処理を説明するフローチャートである。
【図３】第１階層要約データ生成処理を説明するフローチャートである。
【図４】第１階層要約データ生成処理を説明する図である。
【図５】クラスタリング処理を説明するフローチャートである。
【図６】第２階層要約データ生成処理を説明する図である。
【図７】初期クラスタリング処理を説明するフローチャートである。
【図８】初期クラスタリング処理を説明する図である。
【図９】初期クラスタリング処理を説明する図である。
【図１０】検索抽出処理を説明するフローチャートである。
【図１１】検索抽出処理を説明する図である。
【図１２】検索抽出処理を説明する図である。
【図１３】圧縮処理を説明するフローチャートである。
【図１４】圧縮処理を説明する図である。
【図１５】汎用のパーソナルコンピュータの構成例を説明する図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
［画像処理装置の構成例］
　図１は、本発明を適用した画像処理装置のハードウェアの一実施の形態の構成例を示し
ている。図１の画像処理装置１１は、動画像コンテンツを蓄積すると共に、必要に応じて
検索して抽出するものである。
【００２０】
　画像処理装置１１は、画像取得部２１、バッファ２２、動画像コンテンツデータ登録部
２３、記憶部２４、検索抽出部２５、コンテンツファイル圧縮部２６、および表示部２７
を備えている。
【００２１】
　画像取得部２１は、登録しようとする動画像コンテンツ、または検索しようとする動画
像コンテンツの一部となるサンプルデータを取得し、バッファ２２に一時的に記憶させる
。サンプルデータは、例えば、インターネット上でダウンロード可能な動画像コンテンツ
の部分的なものや、関連する画像、およびサンプル動画像などである。
【００２２】
　動画像コンテンツデータ登録部２３は、バッファ２２に記憶されている、登録しようと
する動画像コンテンツについて、第１階層要約データ、および第２階層要約データを生成
する。そして、動画像コンテンツデータ登録部２３は、第１階層要約データを記憶部２４
の第１階層要約データDB（データベース）１０１に登録する。また、動画像コンテンツデ
ータ登録部２３は、第２階層要約データからなる第２階層要約データファイル１１２と動
画像コンテンツからなる動画像コンテンツファイル１１１とをコンテンツデータペア１０
２として記憶部２４に記憶させる。この際、記憶部２４に記憶されている動画像コンテン
ツがクラスタリング（クラスに分類）されている場合、動画像コンテンツデータ登録部２
３は、第１階層要約データに基づいて、動画像コンテンツをいずれかのクラスに分類して
、記憶させる。
【００２３】
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　尚、図１の記憶部２４においては、第１階層要約データDB１０１、および複数のクラス
Ａ乃至Ｄが含まれている。各クラスＡ乃至Ｄには、それぞれコンテンツデータペア１０２
－１乃至１０２－ａ，１０２－ｂ乃至１０２－ｃ，１０２－ｄ乃至１０２－ｅ，１０２－
ｆ乃至１０２－ｇが含まれている。さらに、コンテンツデータペア１０２－１乃至１０２
－ａには、それぞれ動画像コンテンツファイル１１１－１乃至１１１－ａ、および第２階
層要約データファイル１１２－１乃至１１２－ａが含まれている。また、コンテンツデー
タペア１０２－ｂ乃至１０２－ｃには、それぞれ動画像コンテンツファイル１１１－ｂ乃
至１１１－ｃ、および第２階層要約データファイル１１２－ｂ乃至１１２－ｃが含まれて
いる。さらに、コンテンツデータペア１０２－ｄ乃至１０２－ｅには、それぞれ動画像コ
ンテンツファイル１１１－ｄ乃至１１１－ｅ、および第２階層要約データファイル１１２
－ｄ乃至１１２－ｅが含まれている。また、コンテンツデータペア１０２－ｆ乃至１０２
－ｇには、それぞれ動画像コンテンツファイル１１１－ｆ乃至１１１－ｇ、および第２階
層要約データファイル１１２－ｆ乃至１１２－ｇが含まれている。
【００２４】
　尚、これらを特に区別する必要がない場合、単に、コンテンツデータペア１０２、動画
像コンテンツファイル１１１、および第２階層要約データファイル１１２と称するものと
し、その他の構成についても同様に称するものとする。また、これらのクラスＡ乃至Ｄの
構成については、第１階層要約データDB１０１に管理される第１階層要約データに対して
所属するクラスの情報が対応して記録されているのみであり、記憶部２４内において、ク
ラスＡ乃至Ｄといった個別のフォルダなどにより管理されているわけではない。図１の記
憶部２４内の記載は、あくまでもクラス構造を模式的に示したものであって、実際には、
記憶部２４内において、コンテンツデータペア１０２が個別に分類されたクラス単位で統
一された領域に記録されているわけではない。また、コンテンツデータペア１０２におけ
る動画像コンテンツファイル１１１、および第２階層要約データファイル１１２について
は、対応付けて記録されるが、個別に存在するファイルであり、個別に管理可能なもので
ある。
【００２５】
　動画像コンテンツデータ登録部２３は、アクティビティ計算部４１、画像スライド部４
２、第１階層要約データ生成部４３、第２階層要約データ生成部４４、およびクラスタリ
ング部４５を含む。アクティビティ計算部４１は、動画像コンテンツに含まれる画像の隣
接画素間の画素値の差分値を画素値とした画像をアクティビティ画像として求める。画像
スライド部４２は、アクティビティ計算部４１により計算されたアクティビティ画像に基
づいて、アクティビティの最も高い位置を画像の中心としてスライドさせる。すなわち、
画像の中でアクティビティの最も高い位置は、人間の視覚において意識を引き付ける位置
であるので、その位置を画像の中心とすることにより、抽出される第１階層要約データ、
および第２階層要約データが正規化されるようにする。
【００２６】
　第１階層要約データ生成部４３は、画像分割部６１、ＲＧＢ画素値平均値計算部６２、
およびシーンチェンジ検出部６３を備えている。第１階層要約データ生成部４３は、入力
される動画像コンテンツの所定間隔毎のフレーム、または、シーンチェンジ検出部６３に
より検出されたシーンチェンジのタイミングとなるフレームを注目フレームとして、その
注目フレームより第１階層要約データを生成する。すなわち、第１階層要約データ生成部
４３は、画像分割部６１を制御して、注目フレームを所定数の分割領域に分割させる。次
に、第１階層要約データ生成部４３は、ＲＧＢ画素値平均値計算部６２を制御して、分割
領域毎にＲＧＢ（赤色画素、緑色画素、青色画素）のそれぞれの画素値の平均値を求めさ
せる。そして、第１階層要約データ生成部４３は、このようにして分割領域毎に求められ
たＲＧＢのそれぞれの平均値を要素とし、１００バイト程度の情報量からなるフレーム単
位のベクトルを第１階層要約データとして求め、第１階層要約データＤＢ１０１に登録す
る。
【００２７】
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　第２階層要約データ生成部４４は、画像分割部７１、およびＲＧＢ画素値平均値計算部
７２を備えており、動画像コンテンツの全フレームより第２階層要約データを生成する。
尚、画像分割部７１、およびＲＧＢ画素値平均値計算部７２については、それぞれ第１階
層要約データ生成部４３の画像分割部６１、およびＲＧＢ画素値平均値計算部６２と同様
のものである。
【００２８】
　すなわち、第２階層要約データ生成部４４は、画像分割部７１を制御して、注目フレー
ムを所定数の分割領域に分割させる。次に、第２階層要約データ生成部４４は、ＲＧＢ画
素値平均値計算部７２を制御して、分割領域毎にＲＧＢ（赤色画素、緑色画素、青色画素
）のそれぞれの画素値の平均値を求めさせる。そして、第２階層要約データ生成部４４は
、このようにして分割領域毎に求められたＲＧＢのそれぞれの平均値を要素とし、３０バ
イト程度の情報量からなるフレーム単位のベクトルを第２階層要約データとして求める。
さらに、第２階層要約データ生成部４４は、このようにして求められた第２階層要約デー
タを時系列配置したファイルを第２階層要約データファイル１１２と、動画像コンテンツ
ファイル１１１とを、コンテンツデータペア１０２として記憶部２４に記憶させる。
【００２９】
　尚、第１階層要約データ、および第２階層要約データは、いずれにおいても、いずれの
動画像コンテンツファイルに所属するものであるかを示す情報が含まれている。また、第
１階層要約データは、３０フレーム毎に１００バイト程度の情報量の情報であり、第２階
層要約データは、１フレーム毎に３０バイト程度の情報量の情報であるものとしているが
、第１階層要約データの方が、第２階層要約データよりもフレーム数の頻度が低く、情報
量が多いものであれば、他のフレーム数毎であって、異なる情報量であってもよい。すな
わち、第１階層要約データについては、第１階層要約データDB１０１において検索に利用
されるため、単独で利用されるため、多少大きめのデータでもよい。しかしながら、第２
階層要約データは、時系列に管理される複数のものを含む第２階層要約データファイル１
１２の単位で利用されることになるため、個々には小さなデータサイズとする必要がある
ためである。
【００３０】
　クラスタリング部４５は、重心計算部８１、距離計算部８２、および初期登録部８３を
備えている。クラスタリング部４５は、記憶部２４に記憶されている複数のコンテンツデ
ータペア１０２を第１階層要約データDB１０１に登録されている第１階層要約データに基
づいて、類似したもの同士を同一クラスに分類する（クラスタリングする）。
【００３１】
　クラスタリング部４５は、既に、クラスタリングが完了している記憶部２４に新たに動
画像コンテンツファイル１１１を登録するとき、その新たに登録しようとする動画像コン
テンツの第１階層要約データに基づいてクラスを分類する。すなわち、クラスタリング部
４５は、重心計算部８１を制御して、各クラスに属するベクトルからなる第１階層要約デ
ータの重心ベクトルを計算させる。次に、クラスタリング部４５は、距離計算部８２を制
御して各クラスの重心ベクトルと、新たに登録しようとする動画像コンテンツの第１階層
要約データを構成するベクトルとの距離を計算させる。そして、クラスタリング部４５は
、新たに登録しようとする動画像コンテンツの第１階層要約データからなるベクトルとの
距離が最小となる重心ベクトルのクラスに、新たに登録しようとする動画像コンテンツを
分類する。
【００３２】
　また、記憶部２４に登録されているコンテンツデータペア１０２がクラスに分類されて
いない場合、クラスタリング部４５は、各コンテンツデータペア１０２をクラスに分類す
る。すなわち、クラスタリング部４５は、距離計算部８２を制御して、各動画像コンテン
ツの第１階層要約データDB１０１に登録されている第１階層要約データを構成するベクト
ル間の距離を計算し、所定の距離の範囲内に存在する動画像コンテンツデータを同一のク
ラスに分類する。そして、クラスタリング部４５は、初期登録部８３を制御して、各動画
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像コンテンツが分類された第１階層要約データのクラスを登録する。
【００３３】
　検索抽出部２５は、アクティビティ計算部１５１、画像スライド部１５２、第１階層予
約データ検索部１５３、第２階層要約データ検索抽出部１５４、クラス検索部１５５、お
よび検索結果表示画像生成部１５６を備えている。検索抽出部２５は、画像取得部２１に
より取得されバッファ２２に記憶された検索しようとする動画像コンテンツに関連するサ
ンプルデータに基づいて、動画像コンテンツを検索し、検索結果を表示部２７に表示する
。
【００３４】
　より詳細には、アクティビディ計算部１５１、および画像スライド部１５２は、動画像
コンテンツデータ登録部２３におけるアクティビディ計算部４１、および画像スライド部
４２と同様のものである。すなわち、アクティビティ計算部１５１は、検索しようとする
動画像コンテンツに関連する画像（フレーム）の隣接画素間の差分値からなるアクティビ
ティを計算し、アクティビティを画素値とするアクティビティ画像を生成する。画像スラ
イド部１５２は、計算されたアクティビティ画像のうち、最もアクティビティの大きな位
置を画像の中心位置にスライドさせる。
【００３５】
　第１階層要約データ検索部１５３は、画像分割部１７１、ＲＧＢ画素値平均値計算部１
７２、および比較部１７３を備えている。第１階層要約データ検索部１５３は、検索しよ
うとする動画像コンテンツに関連するサンプルデータの代表画像より第１階層要約データ
を生成する。すなわち、第１階層要約データ検索部１５３は、画像分割部１７１を制御し
て、代表画像を所定数の分割領域に分割させる。次に、第１階層要約データ検索部１５３
は、ＲＧＢ画素値平均値計算部１７２を制御して、分割領域毎にＲＧＢ（赤色画素、緑色
画素、青色画素）のそれぞれの画素値の平均値を求めさせる。そして、第１階層要約デー
タ検索部１５３は、このようにして分割領域毎に求められたＲＧＢのそれぞれの平均値を
要素とし、１００バイト程度の情報量からなるフレーム単位のベクトルを第１階層要約デ
ータとして求める。尚、サンプルデータの代表画像は、サンプルデータを構成する動画像
コンテンツの先頭画像、またはシーンチェンジのタイミングにおける画像である。
【００３６】
　第１階層要約データ検索部１５３は、比較部１７３を制御して、サンプルデータより求
められた代表画像の第１階層要約データと、第１階層要約データDB１０１に登録された第
１階層要約データとをそれぞれ構成するベクトルとを比較し、一致、または類似している
か否かを判定させる。そして、第１階層要約データ検索部１５３は、サンプルデータの第
１階層要約データに対応する検索対象となる動画像コンテンツの候補を検索する。この際
、クラス検索部１５５により代表画像の第１階層要約データのベクトルと、各クラスに分
類される第１階層要約データの重心ベクトルとの一致、または類似しているか否かの比較
結果に基づいて、一致するクラスの重心ベクトルが求められていた場合、第１階層要約デ
ータ検索部１５３は、対象となるクラスに属する第１階層要約データと一致、または類似
するか否かの比較結果により、サンプルデータの第１階層要約データに対応する動画像コ
ンテンツを検索する。すなわち、各クラスは、第１階層要約データを構成するベクトル間
の距離が近いもの同士が集められて構成される。このため、第１階層要約データ検索部１
５３は、第１階層要約データDB１０１に登録されている第１階層要約データのうち、代表
画像の第１階層要約データと一致する重心ベクトルを持つクラスに属する第１階層要約デ
ータのみを比較すればよいので検索速度を向上させることができる。
【００３７】
　第２階層要約データ検索抽出部１５４は、検索しようとするサンプルデータの動画像コ
ンテンツの動画像情報に基づいて、第２検索要約データを生成する。そして、第２階層要
約データ検索抽出部１５４は、サンプルデータの第２検索要約データと、第１階層要約デ
ータ検索部１５３により検索された第１階層要約データの動画像コンテンツの第２階層要
約データファイル１１２とが一致するものを検索する。すなわち、第２階層要約データ検
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索抽出部１５４は、画像分割部１８１を制御して、検索しようとするサンプルデータの動
画像コンテンツの動画像情報の各フレームを所定数の分割領域に分割させる。次に、第２
階層要約データ検索抽出部１５４は、ＲＧＢ画素値平均値計算部１８２を制御して、分割
領域毎にＲＧＢ（赤色画素、緑色画素、青色画素）のそれぞれの画素値の平均値を求めさ
せる。そして、第２階層要約データ検索抽出部１５４は、このようにして分割領域毎に求
められたＲＧＢのそれぞれの平均値を要素とし、３０バイト程度の情報量からなるフレー
ム単位のベクトルをサンプルデータの第２階層要約データとして求める。すなわち、第２
階層要約データファイル１１２は、毎フレームごとに求められた第２階層要約データが時
系列に配置されたものである。従って、サンプルデータの第２階層要約データが時系列に
配置されたものが、登録された第２階層要約データファイル１１２の時系列に配置された
第２階層要約データ上で、１フレームずつスライドされるとき、対応するフレーム同士の
第２階層要約データ間の差分が順次求められるとき、その差分の最小値が所定の閾値より
も小さければ、検索対象となる動画像コンテンツと一致、または類似しているものとして
検索される。また、検索対象となる動画像コンテンツと一致、または類似していれば、そ
の差分が最小となるときのスライド位置が、そのサンプルデータの、検索しようとする動
画像コンテンツ上の再生位置として特定される。
【００３８】
　クラス検索部１５５は、サンプルデータの代表画像より求められた第１階層要約データ
を構成するベクトルと、記憶部２４に記憶されている第１階層要約データDB１０１に登録
された各クラスの重心ベクトルとの距離を求め、所定の範囲内のクラスを検索する。すな
わち、クラス検索部１５５は、重心計算部１９１を制御して、クラス毎にそのクラスに属
する第１階層要約データを構成するベクトルの重心ベクトルを求める。そして、クラス検
索部１５５は、代表画像の第１階層要約データからなるベクトルと、重心ベクトルとの距
離を求めて所定の距離内の重心ベクトルのクラスを検索する。
【００３９】
　検索結果表示画像生成部１５６は、第２階層要約データ検索抽出部１５４により検索さ
れた動画像コンテンツの第１階層要約データに対応する画像を、LCD（Liquid Crystal Di
splay）などからなる表示部２７に表示する。
【００４０】
　コンテンツファイル圧縮部２６は、同一部分検索部２１１、不一致部分検索部２１２、
編集部２１３、および更新部２１４を備えている。コンテンツファイル圧縮部２６は、第
２階層要約データ検索抽出部１５４により検索された第２階層要約データファイル１１２
における同一部分、および不一致部分を検索すると共に、相互に同一部分を１つのみ残し
て消去し、その他の不一致部分と接合するなどの編集を行い、動画像コンテンツファイル
１１１のデータ量を圧縮する。すなわち、コンテンツファイル圧縮部２６は、同一部分検
索部２１１を制御して、検索された第２階層要約データファイル１１２のうち、同一部分
となる範囲を検索させる。コンテンツファイル圧縮部２６は、不一致部分検索部２１２を
制御して、検索されたもののうち、不一致部分となる範囲を検索させる。次に、コンテン
ツファイル圧縮部２６は、編集部２１３を制御して、同一部分となる範囲を１箇所残すの
みとし、その他を削除させ、必要に応じて不一致部分を接合するように編集させる。そし
て、コンテンツファイル圧縮部２６は、新たに生成された動画像コンテンツファイル１１
１により動画像コンテンツファイル１１１を更新する。
【００４１】
［動画像コンテンツ蓄積処理］
　次に、図１の画像処理装置１１における動画像コンテンツ蓄積処理について説明する。
【００４２】
　ステップＳ１１において、画像取得部２１は、記憶部２４に蓄積すべき動画像コンテン
ツを取得し、バッファ２２に格納する。
【００４３】
　ステップＳ１２において、動画像コンテンツデータ登録部２３は、バッファ２２より動
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画像コンテンツを読み出して、第１階層要約データ生成処理を実行し、第１階層要約デー
タを生成して記憶部２４の第１階層要約データDB１０１に登録する。
【００４４】
［第１階層要約データ生成処理］
　ここで、図３のフローチャートを参照して、第１階層要約データ生成処理について説明
する。
【００４５】
　ステップＳ３１において、動画像コンテンツデータ登録部２３は、フレーム数をカウン
トするためのカウンタｆを１に初期化する。
【００４６】
　ステップＳ３２において、動画像コンテンツデータ登録部２３は、順次動画像コンテン
ツを読み出し、未処理の次のフレーム画像が存在するか否かを判定する。ステップＳ３２
において、未処理の次のフレーム画像が存在しない場合、処理は終了する。一方、ステッ
プＳ３２において、次の動画像コンテンツのフレーム画像が存在する場合、処理は、ステ
ップＳ３３に進む。
【００４７】
　ステップＳ３３において、第１階層要約データ生成部４３は、シーンチェンジ検出部６
３を制御して、供給されてくるフレーム画像が直前の画像との比較によりシーンチェンジ
しているフレーム画像であるか否かを判定する。すなわち、シーンチェンジ検出部６３は
、例えば、処理対象であるフレーム画像と直前画像との各画素の画素値の差分値の総和を
求めて、所定の閾値よりも大きくなる場合、シーンチェンジが発生したものとみなす。す
なわち、連続する動画像の場合、直前のフレーム画像との変化は小さいと考えられるため
、画素値の差分値の総和は、所定の閾値よりも小さいと考えられる。しかしながら、シー
ンチェンジが発生する場合、直前のフレーム画像とは全く異なる画像となることが多いた
め、各画素間の画素値の差分値の総和は大きく変化するものと考えられる。そこで、シー
ンチェンジ検出部６３は、各画素間の画素値の差分値の総和と、所定の閾値との比較によ
りシーンチェンジが発生しているか否かを判定する。
【００４８】
　ステップＳ３３において、例えば、直前の画像との各画素の画素値の差分値の総和が所
定の閾値よりも小さく、シーンチェンジが発生していないものとみなされた場合、処理は
、ステップＳ３４に進む。
【００４９】
　ステップＳ３４において、動画像コンテンツデータ登録部２３は、カウンタｆが３０で
あるか否かを判定し、３０ではない場合、処理は、ステップＳ３５に進み、カウンタｆが
１インクリメントされて、処理は、ステップＳ３２に戻る。すなわち、シーンチェンジが
ない限り、３０フレームが経過するまで、ステップＳ３２乃至Ｓ３５の処理が繰り返され
る。
【００５０】
　そして、ステップＳ３３において、直前の画像との各画素の画素値の差分値の総和が所
定の閾値よりも大きく、シーンチェンジが発生しているとみなされた場合、または、ステ
ップＳ３４において、カウンタｆが３０になった場合、処理は、ステップＳ３６に進む。
【００５１】
　ステップＳ３６において、動画像コンテンツデータ登録部２３は、バッファ２２より直
前のフレームから３０フレーム目にあたる注目フレームの画像をバッファ２２より抽出す
る。
【００５２】
　ステップＳ３７において、動画像コンテンツデータ登録部２３は、アクティビティ計算
部４１を制御して、抽出した注目フレームの画像におけるアクティビティを計算させる。
より詳細には、アクティビティ計算部４１は、各画素について水平垂直に隣接する画素間
の差分の合計を画素のアクティビティとして計算し、全画素について同様に計算すること
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で、全画素の画素値がアクティビティからなるアクティビティ画像を計算により求める。
【００５３】
　ステップＳ３８において、動画像コンテンツデータ登録部２３は、画像スライド部４２
を制御して、求められたアクティビティ画像のうち、アクティビティが最も高い画素の位
置を、注目フレームの画像における中心位置に移動させる。すなわち、アクティビティが
高い画素位置は、人間の視覚において、最も視線が向けられ易い位置であるため、注目フ
レームにおけるその最も視線が向けられ易い位置が画像の中心位置となるようにスライド
されて移動されることで、以降の処理が正規化される。尚、複数に最も高いアクティビテ
ィを取る画素が存在する場合、その最もアクティビティが高い画素により構成される被写
体に視線が向けられ易いことになるため、その場合、それらの画素の重心位置を注目フレ
ームの画像の中心位置とするようにしてもよい。
【００５４】
　ステップＳ３９において、第１階層要約データ生成部４３は、画像分割部６１を制御し
て、中心位置がスライドされた第Ｆフレームを、N個の分割領域Ｐ（ｎ）に分割する。す
なわち、例えば、N＝３２である場合、第Ｆフレームの画像は、図４で示されるように分
割領域Ｐ（１）乃至Ｐ（３２）に分割される。
【００５５】
　ステップＳ４０において、第１階層要約データ生成部４３は、分割領域Ｐ（ｎ）をカウ
ントするためのカウンタｎを１に初期化する。
【００５６】
　ステップＳ４１において、第１階層要約データ生成部４３は、ＲＧＢ画素値平均値計算
部６２を制御して、分割領域Ｐ（ｎ）のＲＧＢの各画素について、画素値の平均値をそれ
ぞれ求める。
【００５７】
　ステップＳ４２において、第１階層要約データ生成部４３は、カウンタｎが所定の分割
数Ｎであるか否かを判定する。すなわち、図４の場合、第１階層要約データ生成部４３は
、カウンタｎが所定の分割数Ｎ＝３２であるか否かを判定する。ステップＳ４２において
、カウンタｎが所定の分割数Ｎではない場合、ステップＳ４３において、第１階層要約デ
ータ生成部４３は、カウンタｎを１インクリメントして、処理は、ステップＳ４１に戻る
。すなわち、全ての分割領域Ｐ（ｎ）のＲＧＢの各画素について、画素値の平均値がそれ
ぞれ求められる。
【００５８】
　そして、ステップＳ４２において、カウンタｎが分割数Ｎに達した場合、処理は、ステ
ップＳ４３に進む。
【００５９】
　ステップＳ４４において、第１階層要約データ生成部４３は、分割領域Ｐ（１）乃至Ｐ
（Ｎ）のそれぞれのＲＧＢの平均値を要素とするベクトルからなり、１００バイト程度の
データ量の第１階層要約データＣ１を第１階層要約データDB１０１に登録して記憶部２４
に記憶させ、処理は、ステップＳ３１に戻る。
【００６０】
　以上の処理により動画像コンテンツのうち、先頭から順次３０フレーム毎に、または、
シーンチェンジがあるとき、そのときのフレームが注目フレームとされて、順次、所定数
の分割領域Ｐ（ｎ）に分割されて、それぞれのＲＧＢの平均値が求められる。そして、求
められた各分割領域Ｐ（ｎ）のＲＧＢの平均値を要素とするベクトルであって、１００バ
イト程度のデータ量の第１階層要約データＣ１が、第１階層要約データDB１０１に順次登
録される。すなわち、例えば、図４で示されるように、注目フレームが３２分割され、Ｒ
ＧＢのそれぞれの諧調が16であって、１バイトで表現されるとき、第１階層要約データＣ
１は、各要素が１バイトで表現され、９６バイトからなる９６次元のベクトルにより構成
されるものとなる。このため、第１階層要約データDB１０１に登録されている情報は、時
系列の情報を含まない第１階層要約データを構成するベクトルの集合からなる特徴量であ
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ると考えることができる。
【００６１】
　ここで、図２のフローチャートの説明に戻る。
【００６２】
　ステップＳ１２において、登録しようとする動画像データの第１階層要約データが記憶
部２４の第１階層要約データDB１０１に登録されると、ステップＳ１３において、クラス
タリング部４５は、クラスタリング処理を実行し、登録しようとする動画像コンテンツの
第１階層要約データのクラスを分類する。
【００６３】
［クラスタリング処理］
　ここで、図５のフローチャートを参照し、クラスタリング処理について説明する。
【００６４】
　ステップＳ５１において、クラスタリング部４５は、第１階層要約データDB１０１に登
録されている第１階層要約データのうち、登録しようとする動画像コンテンツを除いたも
のであって、クラスに分類されているものを抽出する。さらに、クラスタリング部４５は
、重心計算部８１を制御して、同一クラスに分類されている第１階層要約データからなる
ベクトルの重心ベクトルを計算させる。すなわち、例えば、図１のクラスＡにおいては、
クラスタリング部４５は、重心計算部８１を制御して、クラスＡのコンテンツデータペア
１０２－１乃至１０２－ａのそれぞれのに対応する第１階層要約データからなるベクトル
の重心ベクトルを求めさせる。同様に、クラスＢ乃至Ｄについても、それぞれの第１階層
要約データからなるベクトルの重心ベクトルが求められる。
【００６５】
　ステップＳ５２において、クラスタリング部４５は、登録しようとする動画像コンテン
ツの第１階層要約データのうち、未処理のものを処理対象の第１階層要約データＣ１に設
定する。
【００６６】
　ステップＳ５３において、クラスタリング部４５は、クラスをカウントするカウンタｍ
を１に初期化する。
【００６７】
　ステップＳ５４において、クラスタリング部４５は、距離計算部８２を制御して、処理
対象の第１階層要約データＣ１を構成するベクトルと、クラスｍの重心ベクトルとの距離
ｄｍを計算させる。より詳細には、距離計算部８２は、例えば、自乗ノルムを用いて、そ
れぞれのベクトル間距離ｄｍを求める。
【００６８】
　ステップＳ５５において、クラスタリング部４５は、求められたベクトル間の距離ｄｍ
が所定の閾値ｔｈ１よりも小さいか否かを判定し、例えば、ベクトル間の距離ｄｍが所定
の閾値ｔｈ１よりも小さい場合、処理は、ステップＳ５６に進む。
【００６９】
　ステップＳ５６において、クラスタリング部４５は、処理対象とする第１階層要約デー
タＣ１をクラスｍに仮登録する。
【００７０】
　ステップＳ５７において、クラスタリング部４５は、カウンタｍが分類されているクラ
ス数Ｍに達したか否かを判定し、達していない場合、処理は、ステップＳ５８に進む。そ
して、ステップＳ５８において、クラスタリング部４５は、カウンタｍを１インクリメン
トして、処理は、ステップＳ５４に戻る。すなわち、全てのクラスの重心ベクトルとのベ
クトル間距離が所定の閾値ｔｈ１よりも小さいか否かが判定されるまで、ステップＳ５４
乃至Ｓ５８の処理が繰り返される。
【００７１】
　そして、ステップＳ５７において、カウンタｍがクラス数Ｍであると判定された場合、
ステップＳ５９において、クラスタリング部４５は、処理対象となっている第１階層要約
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データＣ１が、いずれかのクラスに分類されて仮登録されているか否かを判定する。そし
て、ステップＳ５９において、いずれかのクラスに分類されて仮登録されている場合、処
理は、ステップＳ６０に進む。
【００７２】
　ステップＳ６０において、クラスタリング部４５は、処理対象とする第１階層要約デー
タＣ１が仮登録されているクラスのうち、距離ｄｍが最小となるクラスｍを処理対象とす
る第１階層要約データＣ１のクラスｍに分類する。すなわち、処理対象とする第１階層要
約データＣ１が、複数のクラスに分類されている場合、そのいずれかに分類する必要があ
るため、第１階層要約データＣ１のベクトルが、重心ベクトルと最も近い（最も類似して
いる）クラスに分類される。
【００７３】
　ステップＳ６１において、クラスタリング部４５は、分類されたクラスに、同一の動画
像コンテンツの第１階層要約データが既に登録されているか否かを判定する。ステップＳ
６１において、例えば、分類されたクラスに、同一の動画像コンテンツの第１階層要約デ
ータが登録されていない場合、ステップＳ６２において、クラスタリング部４５は、分類
されたクラスに処理対象となる第１階層要約データを分類し、第１階層要約データDB１０
１に登録する。
【００７４】
　一方、ステップＳ５９において、いずれのクラスにも分類されていない場合、または、
ステップＳ６１において、既に、同一の動画像コンテンツの第１階層要約データが登録さ
れている場合、処理は、ステップＳ６３に進む。
【００７５】
　ステップＳ６３において、クラスタリング部４５は、登録しようとする動画像コンテン
ツについて、未処理の第１階層要約データが存在するか否かを判定し、未処理の第１階層
要約データが存在する場合、処理は、ステップＳ５２に戻る。すなわち、サンプルデータ
の動画像コンテンツについて、未処理の第１階層要約データが存在しない状態となるまで
、ステップＳ５２乃至Ｓ６３の処理が繰り返される。
【００７６】
　そして、ステップＳ６３において、登録しようとする動画像コンテンツについて、未処
理の第１階層要約データが存在しないと判定された場合、処理は、終了する。
【００７７】
　以上の処理により、登録しようとする動画像コンテンツの第１階層要約データについて
、各クラスに最大１つの第１階層要約データが分類される。
【００７８】
　ここで、図２のフローチャートの説明に戻る。
【００７９】
　ステップＳ１３において、登録しようとする動画像コンテンツの第１階層要約データに
ついて、各クラスに最大１つの第１階層要約データが分類されると、処理は、ステップＳ
１４に進む。
【００８０】
　ステップＳ１４において、第２階層要約データ生成部４４は、第２階層要約データ生成
処理を実行し、第２階層要約データからなる第２階層要約データファイル１１２を生成し
、動画像コンテンツファイル１１１と共にコンテンツデータペア１０２として記憶部２４
に記憶させる。
【００８１】
［第２階層要約データ生成処理］
　ここで、図６のフローチャートを参照して、第２階層要約データ生成処理について説明
する。
【００８２】
　ステップＳ８１において、動画像コンテンツデータ登録部２３は、フレーム数をカウン
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トするためのカウンタＦを１に初期化する。
【００８３】
　ステップＳ８２において、動画像コンテンツデータ登録部２３は、バッファ２２に蓄積
されている、登録しようとする動画像コンテンツに次のフレーム画像が存在するか否かを
判定し、次のフレーム画像が存在しない場合、処理は終了する。また、ステップＳ８２に
おいて、次のフレーム画像が存在する場合、処理は、ステップＳ８３に進む。
【００８４】
　ステップＳ８３において、動画像コンテンツデータ登録部２３は、バッファ２２よりフ
レーム（Ｆ）を注目フレームの画像としてバッファ２２より抽出する。
【００８５】
　ステップＳ８４において、動画像コンテンツデータ登録部２３は、アクティビティ計算
部４１を制御して、抽出した注目フレームの画像におけるアクティビティ画像を計算させ
る。
【００８６】
　ステップＳ８５において、動画像コンテンツデータ登録部２３は、画像スライド部４２
を制御して、求められたアクティビティ画像のうち、アクティビティが最も高い画素の位
置を、注目フレームの画像における中心位置に移動させる。
【００８７】
　ステップＳ８６において、第２階層要約データ生成部４４は、画像分割部７１を制御し
て、中心位置がスライドされた第Ｆフレームを、N個の分割領域Ｐ（ｎ）に分割する。
【００８８】
　ステップＳ８７において、第２階層要約データ生成部４４は、分割領域Ｐ（ｎ）をカウ
ントするためのカウンタｎを１に初期化する。
【００８９】
　ステップＳ８８において、第２階層要約データ生成部４４は、ＲＧＢ画素値平均値計算
部７２を制御して、分割領域Ｐ（ｎ）のＲＧＢの各画素について、画素値の平均値をそれ
ぞれ求める。
【００９０】
　ステップＳ８９において、第２階層要約データ生成部４４は、カウンタｎが所定の分割
数Ｎであるか否かを判定する。ステップＳ８９において、カウンタｎが所定の分割数Ｎで
はない場合、ステップＳ９０において、第２階層要約データ生成部４４は、カウンタｎを
１インクリメントして、処理は、ステップＳ８８に戻る。すなわち、全ての分割領域Ｐ（
ｎ）のＲＧＢの各画素について、画素値の平均値がそれぞれ求められる。
【００９１】
　そして、ステップＳ９０において、カウンタｎが分割数Ｎに達した場合、処理は、ステ
ップＳ９１に進む。
【００９２】
　ステップＳ９１において、第２階層要約データ生成部４４は、分割領域Ｐ（１）乃至Ｐ
（Ｎ）のそれぞれのＲＧＢの平均値を要素とするベクトルからなり、３０バイト程度のデ
ータ量の第２階層要約データＣ２を新規の第２階層要約データファイル１１２に登録する
。この際、第２階層要約データ生成部４４は、処理されたフレーム順に第２階層要約デー
タＣ２を新規の第２階層要約データファイル１１２に登録して記憶部２４に記憶させる。
【００９３】
　そして、ステップＳ９２において、カウンタＦが１インクリメントされると、処理は、
ステップＳ８２に戻る。
【００９４】
　以上の処理により動画像コンテンツの各フレームが順次注目フレームとされて、所定数
の分割領域Ｐ（ｎ）に分割されて、それぞれのＲＧＢの平均値が求められる。そして、求
められた各分割領域Ｐ（ｎ）のＲＧＢの平均値を要素とするベクトルであって、３０バイ
ト程度のデータ量の第２階層要約データＣ２が、順次、処理されたフレーム順に第２階層
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要約データファイル１１２に登録される。すなわち、例えば、図４で示されるように、注
目フレームが３２分割され、ＲＧＢのそれぞれの諧調が４であって、２ビットで表現され
るとき、１つの第２階層要約データＣ２は、各要素が２ビットで表現され、２４バイトか
らなる９６次元のベクトルにより構成されるものとなる。さらに、第２階層要約データフ
ァイル１１２には、この第２階層要約データＣ２が時系列にフレーム順に記憶される構造
となる。このため、第２階層要約データファイル１１２に記憶されている第２階層要約デ
ータＣ２をフレーム順に配置したデータは、時系列の情報を含む第２階層要約データＣ２
のベクトルからなる特徴量であるといえる。
【００９５】
　ここで、図２のフローチャートの説明に戻る。
【００９６】
　ステップＳ１４において、第２階層要約データ生成処理により第２階層要約データファ
イル１１２が生成されると、処理は、ステップＳ１５に進む。
【００９７】
　ステップＳ１５において、動画像コンテンツデータ登録部２３は、登録しようとする動
画像コンテンツからなる動画像コンテンツファイル１１１と対応する第２階層要約データ
ファイル１１２とからなるコンテンツデータペア１０２を記憶部２４に登録する。
【００９８】
　以上の処理により動画像コンテンツを登録する際、所定間隔毎のフレーム単位、または
シーンチェンジのあったフレーム単位で抽出される第１階層要約データが第１階層要約デ
ータDB１０１に登録される。また、毎フレーム単位で抽出される第２階層要約データがフ
レーム順に配置された状態で第２階層要約データファイル１１２として登録され、動画像
コンテンツファイル１１１とのコンテンツデータペア１０２として記憶部２４に登録され
る。
【００９９】
　尚、第１階層要約データDB１０１の情報は、毎フレーム単位ではないが、所定間隔のフ
レーム単位、またはシーンチェンジのあるフレーム単位で抽出される第１階層要約データ
Ｃ１そのものがデータベースとして登録されているのみである。このため、第１階層要約
データDB１０１の情報は、時系列の情報を持たない代わりに、データ検索に優れたデータ
ベースとして登録されている。このため、第１階層要約データDB１０１の情報は、後述す
る検索しようとするサンプルデータの動画像コンテンツのデータとの照合により、検索し
ようとするサンプルデータの動画像コンテンツを特定するのに優れている特徴量であると
いえる。
【０１００】
　また、第１階層要約データについては、第１階層要約データDB１０１において、クラス
タリングされて登録されているため、第１階層要約データを検索する際、クラス毎の重心
ベクトル等を用いて、いずれのクラスに所属しているのかを特定した後、さらに、特定さ
れたクラス内の第１階層要約データを検索するようにすることで、検索速度を向上させる
ことが可能となる。
【０１０１】
［初期クラスタリング処理］
　さらに、以上においては、既に記憶部２４に登録されている動画像コンテンツファイル
１１１は、いずれもクラスタリングされていることが前提となる処理であった。しかしな
がら、クラスタリングされることなく動画像コンテンツファイル１１１が記憶部２４に登
録されている場合、初期クラスタリング処理が必要となる。そこで、次に、図７のフロー
チャートを参照して、初期クラスタリング処理について説明する。尚、第１階層要約デー
タ生成処理により、全ての動画像コンテンツについての第１階層要約データが、第１階層
要約データDB１０１に登録済みであることを前提とする。このため、図２のフローチャー
トにおけるステップＳ１３の処理を除くステップＳ１１，Ｓ１２，Ｓ１４，Ｓ１５の処理
によりクラスタリングされていない状態で記憶部２４に動画像コンテンツが記憶されてい
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るものとする。
【０１０２】
　ステップＳ１１１において、クラスタリング部４５は、第１階層要約データDB１０１の
うち、注目する第１階層要約データＣ１（ｑ）と、比較対象となる第１階層要約データＣ
１（ｒ）とを識別するカウンタｑ，ｒをｑ＝１，ｒ＝２に初期化する。
【０１０３】
　ステップＳ１１２において、クラスタリング部４５は、距離計算部８２を制御して、第
１階層要約データＣ１（ｑ）と第１階層要約データＣ１（ｒ）との距離ｄｍを計算させる
。
【０１０４】
　ステップＳ１１３において、クラスタリング部４５は、計算された距離ｄｍが、所定の
閾値ｔｈ１よりも小さいか否かを判定し、例えば、距離ｄｍが、所定の閾値ｔｈ１よりも
小さい場合、すなわち、類似していると判定された場合、処理は、ステップＳ１１４に進
む。
【０１０５】
　ステップＳ１１４において、クラスタリング部４５は、初期登録部８３を制御して、第
１階層要約データＣ１（ｒ）の属する動画像コンテンツの他の第１階層要約データＣ１が
、注目する第１階層要約データＣ１（ｑ）と同一のクラスに既に分類されて登録されてい
るか否かを判定する。
【０１０６】
　ステップＳ１１４において、第１階層要約データＣ１（ｒ）の属する動画像コンテンツ
の他の第１階層要約データＣ１が、注目する第１階層要約データＣ１（ｑ）と同一のクラ
スに既に分類されて登録されていない場合、処理は、ステップＳ１１５に進む。
【０１０７】
　ステップＳ１１５において、初期登録部８３は、第１階層要約データＣ１（ｒ）を注目
する第１階層要約データＣ１（ｑ）と同一のクラスに分類して登録する。
【０１０８】
　すなわち、注目する第１階層要約データＣ１（ｑ）と同一のクラスとみなされたその他
の比較対象となる第１階層要約データＣ１（ｒ）が既に登録されていると、同一のクラス
に同一の動画像コンテンツから異なる第１階層要約データが複数登録されることになる。
クラスとは、動画像コンテンツ同士で類似している、または同一であるフレーム画像をま
とめたものである。従って、同一の動画像コンテンツの第１階層要約データが、複数も同
一のクラスに登録する必要がない。このため、既に登録されたものがない場合にのみ、比
較対象となる第１階層要約データＣ１（ｒ）が注目する第１階層要約データＣ１（ｑ）と
同一のクラスに分類されて登録される。
【０１０９】
　ステップＳ１１６において、クラスタリング部４５は、カウンタｒが、第１階層要約デ
ータＣ１の総数Ｑとなったか否かを判定し、カウンタｒが総数Ｑではない場合、ステップ
Ｓ１１７において、カウンタｒを１インクリメントして処理は、ステップＳ１１２に戻る
。
【０１１０】
　一方、ステップＳ１１３において、距離ｄｍが所定の閾値ｔｈ１より大きく、また、ス
テップＳ１１４において、注目する第１階層要約データＣ１（ｑ）と同一のクラスとみな
されたその他の比較対象となる第１階層要約データＣ１（ｒ）が既に登録されている場合
、ステップＳ１１５の処理はスキップされて、処理は、ステップＳ１１６に進む。
【０１１１】
　すなわち、注目する第１階層要約データＣ１（ｑ）と、それ以外の全ての比較対象とな
る第１階層要約データＣ１（ｒ）との比較処理が全て完了するまで、ステップＳ１１２乃
至Ｓ１１６の処理が繰り返される。
【０１１２】
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　そして、ステップＳ１１６において、カウンタｒが総数Ｑになった場合、ステップＳ１
１８において、クラスタリング部４５は、カウンタｑが総数Ｑになったか否かを判定する
。ステップＳ１１６において、カウンタｑが総数Ｑではない場合、ステップＳ１１９にお
いて、クラスタリング部４５は、カウンタｑを１インクリメントし、さらに、ステップＳ
１２０において、カウンタｒをカウンタｑより１大きな値にする。そして、処理は、ステ
ップＳ１１２に戻る。
【０１１３】
　すなわち、第１階層要約データDB１０１の第１階層要約データ間の比較をするため、重
複した比較をする必要がないので、注目する第１階層要約データＣ１（ｑ）に対して、比
較対象となる第１階層要約データＣ１（ｒ）は、カウンタｑより上位のものであればよい
。そこで、カウンタｒは、ｑ＋１から総数Ｑまでの処理となる。そして、これらの比較が
、全ての第１階層要約データ間でなされるまで、ステップＳ１１２乃至Ｓ１２０の処理が
繰り返される。
【０１１４】
　そして、ステップＳ１１８において、カウンタｑが総数Ｑであると判定された場合、処
理は終了する。
【０１１５】
　以上の処理により、第１階層要約データ間で類似しているもの、または同一のものにつ
いて、それぞれが同一のクラスに分類され、さらに、各クラスには同一の動画像コンテン
ツに属する第１階層要約データは、最大１個となるように分類される。この結果、例えば
、異なる動画像コンテンツから６種類の第１階層要約データが集められて１クラスが設け
られるような場合、図８の最上段の６枚のフレーム画像で示されるように、同一の人物が
存在するような画像が抽出される。または、図８の上から２段目の６枚のフレーム画像で
示されるように、同一の灯台と海が存在するような画像や、図８の上から３段目の６枚の
フレーム画像で示されるように、２機の航空機が存在するような画像や、図８の上から４
段目の６枚のフレーム画像で示されるように、同一のロケット発射台が存在するような画
像が抽出され、それぞれの６枚が同一のクラスとして分類される。すなわち、図８におけ
る各段の６枚のフレーム画像の第１階層要約データは、相互にベクトル間距離が所定の距
離内の画像である。
【０１１６】
　尚、同一のクラスに分類される第１階層要約データ数毎にクラス数を求めた場合、例え
ば、図９で示されるような傾向が見られることが知られている。すなわち、図９において
は、縦軸が、同一のクラスに分類される第１階層要約データ数（同一のクラスに分類され
るフレーム画像数）を示し、横軸が、クラス数を示している。この結果、同一のクラスに
分類される第１階層要約データ数が少数（例えば、３乃至５個）のクラス数は非常に多く
、同一のクラスに分類される第１階層要約データ数が多数（例えば、１６個以上）である
と極端に少ないことがわかる。このことから、第１階層要約データ数の多いクラスについ
ては、クラスを特定すれば、対応する動画像コンテンツも特定されることがわかる。従っ
て、動画像コンテンツを検索するときには、クラスを特定し、特定したクラスに属する第
１階層要約データとの比較をすることで、検索処理負荷を低減し、検索速度を向上させる
ことが可能になることがわかる。また、図９で示されるような、クラスの分布をそのまま
用いて、データマイニングすることも可能となり、例えば、毎日同一の番組を動画像コン
テンツとして蓄積するような場合、月間の利用が多かったシーンを統計的に分析すること
も可能である。
【０１１７】
［検索抽出処理］
　次に、図１０のフローチャートを参照して、検索抽出処理について説明する。
【０１１８】
　ステップＳ１４１において、画像取得部２１は、検索しようとする動画像コンテンツの
サンプルデータを構成する動画像コンテンツを取得し、バッファ２２に格納する。
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【０１１９】
　ステップＳ１４２において、検索抽出部２５は、バッファ２２に格納されているサンプ
ルデータの動画像より代表画像となるフレームの画像を抽出する。そして、検索抽出部２
５は、アクティビティ計算部１５１を制御して、検索しようとする動画像コンテンツの代
表画像となるフレームにおけるアクティビティ画像を計算させる。
【０１２０】
　ステップＳ１４３において、検索抽出部２５は、画像スライド部１５２を制御して、求
められたアクティビティ画像のうち、アクティビティが最も高い画素の位置を、代表画像
となるフレームの画像における中心位置に移動させる。
【０１２１】
　ステップＳ１４４において、第１階層要約データ検索部１５３は、画像分割部１７１を
制御して、中心位置がスライドされた代表画像となるフレームを、N個の分割領域Ｐ（ｎ
）に分割する。
【０１２２】
　ステップＳ１４５において、第１階層要約データ検索部１５３は、分割領域Ｐ（ｎ）を
カウントするためのカウンタｎを１に初期化する。
【０１２３】
　ステップＳ１４６において、第１階層要約データ検索部１５３は、ＲＧＢ画素値平均値
計算部１７２を制御して、分割領域Ｐ（ｎ）のＲＧＢの各画素について、画素値の平均値
をそれぞれ求める。
【０１２４】
　ステップＳ１４７において、第１階層要約データ検索部１５３は、カウンタｎが所定の
分割数Ｎであるか否かを判定する。ステップＳ１４７において、カウンタｎが所定の分割
数Ｎではない場合、ステップＳ１４８において、第１階層要約データ検索部１５３は、カ
ウンタｎを１インクリメントして、処理は、ステップＳ１４６に戻る。すなわち、全ての
分割領域Ｐ（ｎ）のＲＧＢの各画素について、画素値の平均値がそれぞれ求められる。
【０１２５】
　そして、ステップＳ１４７において、カウンタｎが分割数Ｎに達した場合、処理は、ス
テップＳ１４９に進む。
【０１２６】
　ステップＳ１４９において、第１階層要約データ検索部１５３は、分割領域Ｐ（１）乃
至Ｐ（Ｎ）のそれぞれのＲＧＢの平均値を要素とするベクトルからなり、１００バイト程
度のデータ量の、検索しようとする動画像コンテンツのサンプルデータの代表画像の第１
階層要約データＣ１ｔを記憶し、処理は、ステップＳ１５０に進む。
【０１２７】
　ステップＳ１５０において、クラス検索部１５５は、第１階層要約データDB１０１に登
録されている第１階層要約データのうち、クラスに分類されているものを抽出する。さら
に、クラス検索部１５５は、重心計算部１９１を制御して、同一クラスに分類されている
第１階層要約データからなるベクトルの重心ベクトルを計算させる。
【０１２８】
　ステップＳ１５１において、クラス検索部１５５は、クラスを識別するカウンタｍを１
に初期化する。
【０１２９】
　ステップＳ１５２において、クラス検索部１５５は、比較部１９２を制御して、代表画
像のフレームの第１階層要約データＣ１ｔのベクトルと、クラスｍの重心ベクトルとを比
較し、一致（または類似）するか否かを判定する。このとき、例えば、３ビットで０乃至
７の数値を用いて表現した（３，４，０，４）および（２，４，１，４）は、例えば、２
ビットで０乃至３の数値を用いて表現した（１，２，０，２）および（１，２，０，２）
に写像される。このため、このようなビット変換により一致する場合については、一致す
る、または類似するものと判定するようにしてもよい。また、例えば３ビットで、（３，
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２，３，０）および（４，２，４，０）の２つのベクトルの場合、そのまま２ビットにす
ると、（１，１，１，０）および（２，１，２，０）となり、一致しないが、量子化ステ
ップの半分、すなわち１を加算すると、（４，３，４，１）および（５，３，５，１）と
なる。そこで、これを２ビットにすると（２，１，２，０）および（２，１，２，０）と
なって、一致させることができる。すなわち、量子化を行う際、予め量子化ステップの半
分の値を加算しておき、その後、２ビットに変換することで一致するような場合も、一致
する、または類似するものとみなすようにしてもよい。このようにすることで、数値上の
比較は完全一致とすることで、極端に検索対象が狭くなることによる、不一致の可能性を
低減させることが可能となる。
【０１３０】
　ステップＳ１５２において、第１階層要約データＣ１ｔのベクトルと、クラスｍの重心
ベクトルとが一致する場合、ステップＳ１５３において、クラス検索部１５５は、クラス
ｍを登録する。また、ステップＳ１５２において、第１階層要約データＣ１ｔのベクトル
と、クラスｍの重心ベクトルとが一致しない場合、ステップＳ１５３の処理は、スキップ
される。
【０１３１】
　ステップＳ１５４において、クラス検索部１５５は、カウンタｍがクラス数Ｍに達した
か否かを判定し、クラス数Ｍに達していない場合、ステップＳ１５５において、カウンタ
ｍを１インクリメントして、処理は、ステップＳ１５２に進む。
【０１３２】
　そして、全てのクラスｍの重心ベクトルとの比較がなされると、ステップＳ１５４にお
いて、カウンタｍがクラス数Ｍに達したものとみなされ、処理は、ステップＳ１５６に進
む。
【０１３３】
　ステップＳ１５６において、第１階層要約データ検索部１５３は、上述したステップＳ
１５３の処理により登録された、クラスｍの集合を処理対象のクラスｘとする。尚、クラ
スｘは複数のクラスｍとするようにしてもよい。
【０１３４】
　ステップＳ１５７において、第１階層要約データ検索部１５３は、クラスｘに属する第
１階層要約データＣ１（ｓ）を識別するカウンタｓを１に初期化する。
【０１３５】
　ステップＳ１５８において、第１階層要約データ検索部１５３は、比較部１７３を制御
して、代表画像のフレームの第１階層要約データＣ１ｔのベクトルと、クラスｘに属する
第１階層要約データＣ１（ｓ）のベクトルとが一致するか否かを比較し、一致するか否か
を判定する。尚、ベクトル間の一致については、ステップＳ１５２における処理で説明し
たように、ビット数変換や、量子化ステップ幅の半分を加算した上でビット数を変化させ
るといった処理により一致しても、一致したものとして扱うものとする。
【０１３６】
　ステップＳ１５８において、第１階層要約データＣ１ｔのベクトルと、クラスｘに属す
る第１階層要約データＣ１（ｓ）のベクトルとが一致する場合、ステップＳ１５９におい
て、第１階層要約データ検索部１５３は、クラスｘに属する第１階層要約データＣ１（ｓ
）のベクトルを登録する。また、ステップＳ１５８において、第１階層要約データＣ１ｔ
のベクトルと、クラスｘに属する第１階層要約データＣ１（ｓ）のベクトルとが一致しな
い場合、ステップＳ１５９の処理は、スキップされる。
【０１３７】
　ステップＳ１６０において、第１階層要約データ検索部１５３は、カウンタｓがクラス
ｘに属する第１階層要約データＣ１（ｓ）の総数Ｓに達したか否かを判定し、総数Ｓに達
していない場合、ステップＳ１６１において、カウンタｓを１インクリメントして、処理
は、ステップＳ１５８に戻る。
【０１３８】
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　そして、全てのクラスｘに属する第１階層要約データＣ１（ｓ）のベクトルとの比較が
なされると、ステップＳ１６０において、カウンタｓが総数Ｓに達したものとみなされ、
処理は、ステップＳ１６２に進む。
【０１３９】
　ステップＳ１６２において、クラスｘに属する第１階層要約データＣ１（ｓ）のベクト
ルのうち、検索しようとする動画像コンテンツのサンプルデータより抽出された第１階層
要約データＣ１ｔのベクトルと一致した第１階層要約データＣ１の動画像コンテンツに対
応するコンテンツデータペア１０２を読み出す。
【０１４０】
　ステップＳ１６３において、第２階層要約データ検索抽出部１５４は、画像分割部１８
１、および、ＲＧＢ画素値平均値計算部１８２を、第２階層要約データ生成部４４が画像
分割部７１、およびＲＧＢ画素値平均値計算部７２を制御するのと同様に制御して、第２
階層要約データ生成処理を実行して、検索しようとする動画像コンテンツのサンプルデー
タの第２階層要約データファイル１１２を生成する。尚、第２階層要約データ生成処理に
ついては、図６のフローチャートを参照して説明した処理と同様であるので、その説明は
省略する。
【０１４１】
　ステップＳ１６４において、第２階層要約データ検索抽出部１５４は、スライドマッチ
ング検索部１８３を制御して、検索しようとする動画像コンテンツのサンプルデータの第
２階層要約データファイル１１２と、ステップＳ１６２の処理により読み出されたコンテ
ンツデータペア１０２に含まれる第２階層要約データファイル１１２とをスライドさせな
がら、フレーム間の第２階層要約データ間の差分絶対値和からなる類似度を求める。
【０１４２】
　そして、ステップＳ１６５において、第２階層要約データ検索抽出部１５４は、類似度
に基づいて、検索しようとする動画像コンテンツと、動画像コンテンツにおけるサンプル
データの再生位置を特定する。より詳細には、第２階層要約データ検索抽出部１５４は、
ずらしたフレーム数に対応して得られる類似度のうち、最小となるものが、所定の閾値よ
りも小さい場合、サンプルデータの動画像コンテンツと、ステップＳ１６２において読み
出されたコンテンツデータペア１０２の動画像コンテンツとが一致するものとみなし、検
索しようとする動画像コンテンツとして特定する。このとき、類似度が最小となるスライ
ド位置が、検索しようとする動画像コンテンツにおける、サンプルデータの再生位置であ
ることも特定されることになる。
【０１４３】
　すなわち、スライドマッチング検索部１８３は、図１１の最上段で示されるサンプルデ
ータの第２階層要約データファイル１１２Ａと、２段目に示されるステップＳ１６２の処
理で読み出された第２階層要約データファイル１１２Ｂとの対応する第２階層要約データ
間の差分絶対値和を類似度として求める。尚、図１１においては、サンプルデータの第２
階層要約データファイル１１２Ａは、フレームＦ２０１乃至Ｆ２０３より構成され、それ
ぞれの第２階層要約データは、１次元のベクトルとして表現されており、フレーム順に１
０，１１，７と表記されている。また、第２階層要約データファイル１１２Ｂは、フレー
ムＦ１１１乃至Ｆ１１５より構成され、それぞれ第２階層要約データは、１次元のベクト
ルとして表現されており、フレーム順に８，１０，１１，７，６と表記されている。
【０１４４】
　最初の処理では、最上段の第２階層要約データファイル１１２Ａと中段の第２階層要約
データファイル１１２Ｂとが対応するフレーム順にその差分絶対値和が類似度として求め
られる。この場合、類似度は、７（＝｜１０－８｜＋｜１１－１０｜＋｜７－１１｜）と
して求められる。次の処理では、第２階層要約データファイル１１２Ａが、図１１の下段
で示されるように、図中右方向に１フレーム分スライドされることにより、類似度は、０
（＝｜１０－１０｜＋｜１１－１１｜＋｜７－７｜）となる。すなわち、この場合、第２
階層要約データファイル１１２Ｂの動画像コンテンツが、第２階層要約データファイル１
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１２Ａが求められた動画像より検索しようとしていた動画像コンテンツであることが特定
される。また、この際、検索しようとした動画像コンテンツと一致するタイミングが、第
２階層要約データファイル１１２ＢにおけるフレームＦ１１２乃至Ｆ１１３であることが
特定されるため、一致する動画像の再生位置を特定することができる。尚、図１１の例に
おいては、類似度が０となる場合に第２階層要約データファイルが一致したものとしてい
るが、所定の閾値よりも小さい値となれば、一致するものと特定するようにしてもよい。
【０１４５】
　例えば、図１２で示されるように、異なる動画像コンテンツによるフレーム毎の第２階
層要約データの値の変化が類似している、または一致しているもの同士は同一の動画像コ
ンテンツであるものとみなすことができる。
【０１４６】
　尚、図１２においては、ｓｌｏｔ０乃至９は動画像コンテンツを識別する識別子であり
、横軸がフレーム番号を、縦軸が各フレームにおける１次元のベクトル要素からなる第２
階層要約データの変化を示している。また、ｓｌｏｔ０乃至９は、スライドマッチングに
より類似度が最小（最も類似している状態）となるようにフレームのスライド位置の調整
が済んだ波形である。
【０１４７】
　すなわち、図１２においては、例えば、ｓｌｏｔ１で示される波形が、サンプルデータ
の動画像コンテンツより求められた第２階層要約データファイルのものであるとすれば、
ｓｌｏｔ２，３の動画像コンテンツの第２階層要約データファイルの波形と、十分に類似
しているということが言える。この結果、ｓｌｏｔ１の動画像コンテンツは、ｓｌｏｔ２
，３の動画像コンテンツと一致しているとみなすことができ、検索しようとしていた動画
像コンテンツが、ｓｌｏｔ２，３の波形で示されるものであったということができる。
【０１４８】
　ステップＳ１６６において、検索結果表示画像生成部１５６は、類似度が所定の値より
低い第２階層要約データファイル１１２と同一のコンテンツデータペア１０２の動画像コ
ンテンツファイル１１１を読み出し、再生位置と共に検索結果として表示部２７に表示す
る。
【０１４９】
　以上の処理により、サンプルデータの動画像コンテンツを入力するだけで、容易で、か
つ、迅速に目的とする記憶部２４に登録された動画像コンテンツを検索することが可能と
なる。
【０１５０】
　また、第１階層要約データ、および第２階層要約データといった階層化された要約デー
タを用いることにより、上位階層の時系列の情報を持たない特徴量である第１階層要約デ
ータによる絞込みを行った後に、下位階層となる時系列の情報を持った第２階層要約デー
タファイルによる検索を行うようにしたので、検索負荷を低減し、検索速度の高速化を実
現することが可能となる。
【０１５１】
　さらに、第１階層要約データは、データベースとして管理することにより、検索を容易
で高速なものとすることが可能となる。また、第１階層要約データは、クラスタリング処
理されてクラス単位で管理されているため、クラス毎の重心ベクトルを利用することによ
り、第１階層要約データを絞り込むことができ、絞り込んだ第１階層要約データのみを詳
細に比較するだけでよくなるので、第１階層要約データのみの検索処理を高速に実現する
ことが可能となる
【０１５２】
［圧縮処理］
　以上においてはサンプルデータである１部の動画像コンテンツを入力するだけで、容易
で、かつ、迅速に目的とする動画像コンテンツを検索される例について説明してきたが、
同一のシーンを含んだ、個別に異なる動画像コンテンツが大量に検索されてしまう場合が
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ある。この場合、重複するシーンを含む動画像コンテンツが大量に記憶部２４に蓄積され
ていることとなる。そこで、重複しているシーンについては削除した上で、必要なシーン
だけ繋ぎ合わせて必要最小限の動画像コンテンツファイルとすることで、動画像コンテン
ツファイルを圧縮し、記憶部２４の記憶容量を節約するようにしてもよい。
【０１５３】
　ここで、図１３を参照して、上述した圧縮処理について説明する。
【０１５４】
　ステップＳ１８１において、検索抽出部２５は、検索抽出処理を実行して、サンプルデ
ータとなる１部の動画像コンテンツに基づいて、同一、または類似する動画像コンテンツ
を検索して、再生位置と共に特定する。尚、検索抽出処理については、図１０のフローチ
ャートを参照して、説明した処理と同様であるので、その説明は省略するものとする。
【０１５５】
　ステップＳ１８２において、コンテンツファイル圧縮部２６は、同一部分検索部２１１
を制御して、検索された複数の動画像コンテンツファイルより、同一部分を検索させる。
すなわち、図１１を参照して説明したようにフレーム単位でスライドマッチングにより第
２階層要約データファイル１１２が比較されることにより、サンプルデータの動画像コン
テンツのどのフレームと、同一、または類似していると見なされた動画像コンテンツのど
のフレームとが一致するかについては検索されることになる。
【０１５６】
　この結果、複数の動画像コンテンツが検索された場合、サンプルの動画像コンテンツの
一致部分を揃える事で、検索結果となる複数の動画像コンテンツ間のフレーム間の対応は
認識することができる。そこで、同一部分検索部２１１は、動画像コンテンツファイルの
一致するフレームを揃えて比較し、同一部分を検索する。例えば、図１４の上段で示され
る動画像コンテンツファイルＣｏｎｔ１の第２階層要約データファイル１１２と、図１４
の２段目で示される動画像コンテンツファイルＣｏｎｔ２の第２階層要約データファイル
１１２とは、いずれもフレームＦ１の位置で揃えられている。尚、図１４においては、帯
状で示される範囲のうち、動画像コンテンツＣｏｎｔ１の第２階層要約データファイル１
１２が、右上がりの斜線部で示されたフレームＦｓ１乃至Ｆｅ１の範囲であり、動画像コ
ンテンツＣｏｎｔ２の第２階層要約データファイル１１２が、左上がりの斜線部で示され
たフレームＦｓ２乃至Ｆｅ２の範囲である。したがって、同一部分検索部２１１は、動画
コンテンツＣｏｎｔ１（または２）におけるフレームＦｓ１乃至フレームＦｅ２の範囲が
同一部分であることを検索する。
【０１５７】
　ステップＳ１８３において、コンテンツファイル圧縮部２６は、不一致部分検索部２１
２を制御して、検索された複数の動画像コンテンツファイルの第２階層要約データファイ
ル１１２より、不一致部分を検索させる。すなわち、図１４の場合、動画像コンテンツＣ
ｏｎｔ２におけるフレームＦｓ２乃至フレームＦｓ１の範囲、および動画像コンテンツＣ
ｏｎｔ１におけるフレームＦｅ２乃至コンテンツフレームＦｅ１の範囲が不一致部分とな
る。
【０１５８】
　ステップＳ１８４において、コンテンツファイル圧縮部２６は、編集部２１３を制御し
て、同一部分、および不一致部分を編集させて繋ぎ合せる。すなわち、編集部２１３は、
第２階層要約データファイル１１２に対応する動画コンテンツＣｏｎｔ１（または２）の
動画像コンテンツファイル１１１におけるフレームＦｓ１乃至フレームＦｅ２、並びに、
動画像コンテンツＣｏｎｔ２の動画像コンテンツファイル１１１におけるフレームＦｓ２
乃至フレームＦｓ１の範囲、および動画像コンテンツＣｏｎｔ１の動画像コンテンツファ
イル１１１におけるフレームＦｅ２乃至コンテンツフレームＦｅ１の範囲を繋ぎ合せる。
この場合、動画像コンテンツＣｏｎｔ２を基準にすると、図１４の３段目で示されるよう
に、動画像コンテンツＣｏｎｔ１におけるフレームＦｅ２乃至コンテンツフレームＦｅ１
の範囲を編集により繋ぎ合せるのみでよいので、格子状の範囲で示されるように繋ぎ合わ
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せて、図１４の３段目で示されるような新たな動画像コンテンツを生成する。尚、図１４
で示される各帯は、第２階層要約データファイル１１２の構成であり、編集部２１３は、
第２階層要約データファイル１１２の構成に基づいて、動画像コンテンツファイル１１１
を編集する。
【０１５９】
　ステップＳ１８５において、更新部２１４は、新たに生成した動画像コンテンツに対応
するように、第１階層要約データDB１０１、並びに、動画像コンテンツファイル１１１、
および第２階層要約データファイル１１２からなるコンテンツデータペア１０２を更新す
る。この際、更新部２１４は、不要となった動画像コンテンツＣｏｎｔ１，２のコンテン
ツデータペア１０２は削除する。
【０１６０】
　以上の処理により動画像コンテンツファイルを実質的に圧縮することが可能となり、動
画像コンテンツにかかる記憶部２４の記憶容量を節約することが可能となる。また、この
ような圧縮処理により、検索対象となる動画像コンテンツそのものが減少することになる
ので、管理にかかるを負担を低減させると共に、サンプルデータによる動画像コンテンツ
の検索の負荷を低減し、検索速度を向上させることが可能となる。
【０１６１】
　尚、以上においては、第１階層要約データおよび第２階層要約データとして、画像を複
数領域に分割し、分割領域毎のＲＧＢの画素値の平均値を用いる例について説明してきた
が、フレーム単位の特徴量を生成できればよいのでこれ限るものではない。例えば、分割
領域毎のＲＧＢの画素値の平均値に代えて、分割領域毎の輝度値の平均値、分割領域毎の
アクティビティの値の平均値とするようにしてもよい。また、分割領域毎の輝度ヒストグ
ラムを、データ化したものなどでもよく、例えば、輝度方向の分解能を３乃至５ビット程
度としたものとし、例えば、４ビットの場合、１６次元のベクトルとするようにしてもよ
い。また、輝度値ではなくＲＧＢの画素値を用いたものでもよいし、ＲＧＢで表現される
色立体を、各軸を、例えば、２乃至４ビットの分解能で分割し、それぞれに対して頻度を
付したものとしてもよく、３ビットとして、８３=５１２次元のベクトルとするようにし
てもよい。さらに、画像のみならず、音声の情報に基づいてフレーム単位で第１階層要約
データおよび第２階層要約データを生成するようにしてもよく、例えば、音声ボリューム
、または所定の音声周波数帯域毎の振幅の平均値や、これらを画像の情報と組み合わせた
ものとしても良い。
【０１６２】
　また、画像に対して、色クラスタリング（ＲＧＢの３次元で表現される色の分布に対し
、ベクトル量子化を試みる一般的な画像処理手法）を行い、最も頻繁に用いられている色
を代表色として、そのＲＧＢの値を３次元ベクトルで表現したものとしてもよい。
【０１６３】
　さらに、画像を分割する際、画面下部、上部などにテロップが頻繁に表示される画像の
場合、テロップが頻繁に登場する領域は、より大雑把に分割するといった工夫をすること
によりテロップによる影響を緩和するようにしても良い。
【０１６４】
　また、以上においては、第１階層要約データについては、３０フレーム毎、またはシー
ンチェンジのタイミングにおけるフレームにおいて、求められるものとしてきたが、その
他の周期的に求められるものとしたり、または、動画像コンテンツに変化がおきる非周期
的なものであってもよい。従って、周期的なものとしては、例えば、その他のフレーム数
間隔おきのフレームから第１階層要約データを求めるようにしてもよいし、非周期的なも
のとしては、音声の無音部分が終了するタイミングのフレームから第１階層要約データを
求めるようにしてもよい。さらに、第２階層要約データについては、毎フレーム求める例
について説明してきたが、第１階層要約データよりも頻度が低いフレーム数で求められれ
ば良いものであるので、第１階層要約データよりも頻度が低いという条件を満たす限り、
第１階層要約データのように、数フレーム間隔といった周期的なものでもよいし、シーン
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チェンジなどの所定の条件を満たすような非周期的なものであってもよい。
【０１６５】
　また、以上においては、第１階層要約データ、および第２階層要約データの抽出に当た
っては、事前にアクティビティ画像を求めてアクティビティの高い位置を中心位置とする
ようにして、画像を正規化するようにする例について説明してきたが、例えば、画像の自
己相関関数が所定量（例えば０．９倍）だけ変化する距離で正規化を行うことにより、ス
ケーリングの自由度を許容して同一画像を検出することができるようにしてもよい。
【０１６６】
　さらに、ベクトルの比較により一致するか否かを判定する処理において、距離が所定の
値以下におさまることを条件にするが、この所定の値を用途に応じて変化させてもよい。
例えば、完全に一致する動画像コンテンツを検索したい場合、所定値を小さくするように
してもよい。また、同じ画像でもテロップやカラーコレクションの有無などを許容し一致
判定を行いたい場合には、所定値を大きくするようにしてもよい。
【０１６７】
　また、以上の検出抽出処理においては、第１階層要約データからなるベクトルを比較す
る際、ベクトルが一致するか否かに基づいて判定する例について説明してきたが、クラス
タリング処理や初期クラスタリング処理において用いたように、ベクトル間の距離を求め
て、所定の距離より小さく十分に相互が類似しているか否かに基づいて判定するようにし
てもよい。逆に、クラスタリング処理や初期クラスタリング処理におけるベクトル間の距
離を求めて所定の距離よりも小さく十分に類似しているか否かを判定する処理に代えて、
検出抽出処理で用いたベクトルが一致するか否かに基づいて判定するようにしてもよい。
【０１６８】
　さらに、以上においては、第１階層要約データ、および第２階層要約データの２階層構
造の要約データを用いる例について説明してきたが、さらに、多階層の要約データを構成
するようにしても良く、さらに、各階層にクラスタリング処理を施し、クラス分類するよ
うにしてもよい。
【０１６９】
　以上の如く、本発明によれば、膨大な量の動画像コンテンツを容易に管理することが可
能になると共に、管理している膨大な量の動画像コンテンツの中から検索したい動画像コ
ンテンツを容易に検索することが可能となる。
【０１７０】
　ところで、上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるが、ソ
フトウェアにより実行させることもできる。一連の処理をソフトウェアにより実行させる
場合には、そのソフトウェアを構成するプログラムが、専用のハードウェアに組み込まれ
ているコンピュータ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能
を実行することが可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、記録媒体からイ
ンストールされる。
【０１７１】
　図１５は、汎用のパーソナルコンピュータの構成例を示している。このパーソナルコン
ピュータは、CPU(Central Processing Unit)１００１を内蔵している。CPU１００１には
バス１００４を介して、入出力インタ-フェイス１００５が接続されている。バス１００
４には、ROM(Read Only Memory)１００２およびRAM(Random Access Memory)１００３が接
続されている。
【０１７２】
　入出力インタ-フェイス１００５には、ユーザが操作コマンドを入力するキーボード、
マウスなどの入力デバイスよりなる入力部１００６、処理操作画面や処理結果の画像を表
示デバイスに出力する出力部１００７、プログラムや各種データを格納するハードディス
クドライブなどよりなる記憶部１００８、LAN（Local Area Network）アダプタなどより
なり、インターネットに代表されるネットワークを介した通信処理を実行する通信部１０
０９が接続されている。また、磁気ディスク（フレキシブルディスクを含む）、光ディス
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光磁気ディスク（ＭＤ(Mini Disc)を含む）、もしくは半導体メモリなどのリムーバブル
メディア１０１１に対してデータを読み書きするドライブ１０１０が接続されている。
【０１７３】
　CPU１００１は、ROM１００２に記憶されているプログラム、または磁気ディスク、光デ
ィスク、光磁気ディスク、もしくは半導体メモリ等のリムーバブルメディア１０１１から
読み出されて記憶部１００８にインストールされ、記憶部１００８からRAM１００３にロ
ードされたプログラムに従って各種の処理を実行する。RAM１００３にはまた、CPU１００
１が各種の処理を実行する上において必要なデータなども適宜記憶される。
【０１７４】
　尚、本明細書において、記録媒体に記録されるプログラムを記述するステップは、記載
された順序に沿って時系列的に行われる処理は、もちろん、必ずしも時系列的に処理され
なくとも、並列的あるいは個別に実行される処理を含むものである。
【符号の説明】
【０１７５】
　１１　画像処理装置，　２１　画像取得部，　２２　バッファ，　２３　コンテンツデ
ータ登録部，　２４　記憶部，　２５　検索抽出部，　２６　コンテンツファイル圧縮部
，　２７　表示部，　４１　アクティビティ計算部，　４２　画像スライド部，　４３　
第１階層要約データ生成部，　４４　第２階層要約データ生成部，　４５　クラスタリン
グ部，　１５１　アクティビティ計算部，　１５２　画像スライド部，　１５３　第１階
層要約データ検索部，　１５４　第２階層要約データ検索抽出部，　４５　クラス検索部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(28) JP 5510012 B2 2014.6.4

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】
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